
大
商
関
与
六
泊
三
十
一
日
錨
百
五
一
泊
鱒
倶
物
語
岨

nh暢
周
一
回
一
同
慣
行
V
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論

調

些

蔵

消
費
税
の
目
的
及
物
鵠
・
・
-
-
-
-
法
圏
直
博
士

労
銀
の
理
論
・
-
-
-
-
・
目
・
文
皿
甲
山
陣
土

抱

肌

常

犯

ケ
ネ
!
の
租
覗
理
論
・
一
-
-
訟
串
士

セ
イ
の
販
路
説
に
就
て
-
E

シ
A

ピ
イ
ト
ホ
プ
の
景
筑
循
理
論

設

耐

噛

洩

我
岡
民
経
潰
の
貫
相
・

雄

枇

錦

廊

再
び
佐
田
介
石
に
就
い
て

ブ
ロ
イ
セ
ン
の
地
方
税
制

動
大
量
ご
静
大
量

晩
垣
フ
ラ
ン
ス
鰹
清
削
宇
界
の
傾
向

最
近
英
国
に
於
り
る
珠
算
の
業
績

近
著
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題

制
岬
制
下
士

組
消
峨

I

1

3

i

 

t

z
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-e 

の

販

路

説

(
上
)

彼(:

2就
議て
論

吟
味

4 

谷

日

彦

に
『
一
似
昨
沿
山
、

ν一副

I
Z
~岡
山
山
路
沿
の
盗
民

ニ
川
山
路
況
の
内
山
町

官
一
山
山
路
拡
」
恐
慌
前
・
:
回
一
-
本
坑
刑
制

五
山
肌
路
就
山
修
正

穴

限

時

祉

の

抗

叫

・

:

央

坑

掲

載

販

路

読

の

怠

義

不
景
気
時
代
に
於
け
る
企
業
家
の
関
心
は
、
如
何
仁

L
τ
そ
の
両
日
仰
を
版
寅
せ
ん
か
、
い
と
こ
に
其
の
商
品
の
販

路
を
求
め
ん
か
の
紡
に
集
中
古
れ
る
。
商
品
に
動
L
て
販
路
を
提
供
す
る
も
の
は
何
か
、
何
が
商
品
脇
氏
力
の
悦

泉
正
な
る
か
小
山
問
題
は
.
今
日
仁
於
り

ι最
も
緊
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
資
本
主
義
の
成

立
蛍
初
か
ら
的
問
題
で
あ
っ
た
。
「
困
難
は
生
産
よ

b
も
む
し
ろ
版
寅
に
ゐ
る
・
問
削
除
苫
へ
容
易
に
接
見
さ
る
、

な
ら
ば
、
吾
々
は
慌
に
多
量
両
日
聞
を
生
産
す
る
で
め
ら
う
一
再
々
」
ご
い
ふ
一
句
は
、
す
で
に
百
十
除
年
前
に
セ

イ
の
道
破
す
る
ご
こ
ろ
で
ゐ
る
。
彼
仰
い
の
販
路
設
は
印
も
近
世
的
恐
慌
が
漸
く
そ
の
勢
L
T
返
し
う
せ
ん
ざ
す
る

十
九
世
紀
の
初
頭
に
於
て
、
此
山
問
題
に
謝
す
る
解
答
ケ
輿
へ
ん
ご
し
て
生
れ
出
た
も
の
で
ゐ
る
。

説

苑

プミ

セ
イ
白
瓜
路
誌
に
就
て

第
二
十
丸
巷

ノ、

部

掛

J.~13. Say; Trait正d'EconomiepoUlI(lllC， 611 edit.， (1841) p. 138 1) 



詑

苑

穴

四

セ
イ
自
販
路
詫
に
就
で

第
二
+
九
轡

占，、
四

第

説

セ
イ
は
大
陸
に
於
け
る
旦
ミ
ス
の
頑
遁
者
ご
き
れ
る
。
け
れ
げ
と
も
彼
れ
い
の
蹴
漣
は
軍
な
る
踊
過
に
ゐ
ら
す
・

ミ
ス
の
経
糖
曲
学
を
ど
っ
て
、
之
を
「

ruリ
論
理
的
な
、
よ
ド
聞
宇
問
的
な
順
序
に
お
く
よ
芭
に
成
功
し
た
い
り
み
な
ら

争
、
さ
ら
に
「
濁
創
的
な
・
正
確
な
、
深
遠
な
ニ
コ
一

ω議
論
に
よ
っ
て
‘
斯
皐
に
貢
献
し
た
い
』
ご
は
、
す
で
に
早

〈
嘗
時
的
皐
者
り
認
h
u
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
彼
れ
の
湘
創
に
属
す
ご
さ
れ
る
主
張
の
中
に
め
っ
て
、
そ
的
随
一

正
し
て
一
般
に
認
め
ら
る
、
も
の
は
、
帥
も
二
、
仁
問
題
正
す
る
彼
れ

ω販
路
訪
(
叶
rm
。号

-
0日
仏

2
品
向
山
町

o
c
n
r
r
)
で
あ
る
。

O. 
m 
ω 

.I

目

Q
0
σ

。ロnH訂wη
凶

販
路
説
に
就
て
は
、
セ
イ
自
身
も
大
に
之
を
得
意
正
せ
る
も

ω町
、
様
で
あ
る
。
彼
れ
は
そ
り
著
・

p
t門小
品
-
H凶

ga

g
E
r
H
U
O
Z
Z
A
Z
第
五
版
山
総
論
の
中
に
越
べ

τ、
「
全
自
然
を
人
制
酬
の
支
配
の
下
に
も
た
ら
し
た
も
り
は
、
熱

の
理
論
E
h恨
梓
の
理
論
E
斜
面
の
理
論
で
あ
る
υ

や
が

τ世
界
の
政
策
士
縫
夏
す
Z
で
ゐ
ら
う
も
の
は
、
交
換
の

理
論
ピ
市
場

ω理
論
で
め
る
』
ご
武
器
認
し

τゐ
る
ο

ご
こ
ろ
が
セ
イ
吉
岡
じ
時
代
的
撃
者
の
中
に
あ
っ
一

τ、
販
路

詑
叫
獅
創
性
を
認
め
た
も
の
に
叫
ノ
カ
ア
ド
タ
が
ゐ
る
o
彼
れ
は
原
論
第
一
版
(
一
八
一
白
じ
き
の
序
文
に
於
て
・
セ
イ

の
獅
創
的
な
見
解

ω
一
例
正
し

τ之
を
指
摘
し
・
販
路
訟
は
、
「
こ
の
卓
越
し
た
皐
者
(
セ
イ
)
に
よ
っ
て
、
初
め

τ

解
説
さ
れ
た
ご
忍
の
信
す
る
所
の
極
め

τ重
要
な
諸
原
理
を
合
ん
で
ゐ
る
」

Z
義
者
し

τゐ
る
。
然
る
に
同
じ
時

代
の
皐
者
で
も
吋

w
f
λ
の
如
き
は
、
必
十
し
も
セ
イ
の
狗
創
性
を
認
め
す
、
類
似
の
主
張
が
す
で
仁
ミ
庁
に
よ

っ
て
述
べ
ら
れ
た
こ
ご
を
指
摘
す
る
。

そ
の
後
の
事
者
に
し
て
販
路
設
を
最
も
算
草
し
た
も
り
、
一
人
ご
し
て
プ
ラ
ン
キ
を
め
げ
る
こ
ご
が
出
来
る
。

彼
れ
は
言
ふ
、
「
此
の
フ
ラ
Y

A

の
事
者
に
不
朽
の
名
曲
揮
を
保
識
し
た
も
の
は
、
彼
れ
の
販
路
設
で
あ
る
。
此
り J宅

D. Ricardo _;. Pdnciples of Politicol Economy aud ta芯atioll，preface 
(Gonners edit.. p. 2:) 
D. !{!car1o; Pri~ciple~.'. (ibid.， P.1_~:-3.) 
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読
は
排
他
主
義
に
最
後
の
止
め
を
刺
し
、
植
民
制
度
的
混
落
を
促
進

L
た」

r。
之
に
反
し
て
今
日
の
血
中
者
の
中

に
は
、
比
の
枕
の
獅
創
性
を
疑
ム
も
の
も
少
〈
な
い
。
例
へ
ば
叫
ノ
ス
ト
一
教
授

ω如
、
さ
は
、
「
比
の
訟
は
た
凶
Y

ス
ミ

ス
及
び

y
ィ

ジ

オ

ク

ヲ

1
ト
に
あ
り
ふ
れ
た
考
へ
を
言
ひ
表
は
し
た
に
過
ぎ
な
い
」
ピ
極
一
一
白
L
τ
ゐ
る
。
吾
々
は

後
に
此
り
理
論
の
降
史
的
俊
瓜
を
腐
み
る
に
営
つ

τ、
此
の
勤
に
も
胸
れ
る
で
あ
ら
フ
け
れ
H

と
も
、
し
か

L
理
論

史
ご
し

τの
興
味
は
、
か
、
る
網
創
性

ω如
何
よ
・
り
も
寧
ろ
、
産
業
革
命
を
経
過
し
た
セ
イ
の
理
一
論
が
如
何
に
時

代
の
影
響
を
見
れ
得
な
か
っ
た
か
、
ま
た
セ
イ
自
身
が
.
時
代
を
経
池
し
論
守
を
霊
山
刷
る
に
従
っ
て
、
如
何
に
畿

瓜
し
修
正
志
れ
た
か

ω紡
に
あ
る
冒
と
呂
田
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
五
ロ
々
は
以
下
に
於
て
光
づ
販
路
読
の
内
俗
世
明
ら
か
仁

し
た
る
後
、
セ
イ
以
前
及
び
セ
イ
に
於
り
る
此
の
瑚
諭
の
品
岡
田
脱
が
一
跡
つ
り
、
最
後
に
設
そ
の
も
の
、
批
判
を
試
む

品
三
し
に
よ
っ
て
、
此
の
設
が
今
日
吋
理
論
か
ら
見

τ如
何
な
る
意
義
十
有
す
る
か
を
吟
味
す
る
で
あ
ら
う
o

な

ほ
五
日
々
は
是
等

ω
取
扱
に
於

τ、
常
に
之
を
か
れ
の
恐
慌
論
ご

L
て
の
日
明
角
か
ら
見
る
こ
さ
の
理
由
あ
る
を
信
十

る
も
の
で
ゐ
る
O

世

註

セ
イ
申
叶
日
正
自
前
中
日
噌
井
敬
投
に
よ
っ
て
邦
減
せ
ら
れ
、
経
済
制
申
古
典
議
甫
白
一
と
し
て
山
版
(
上
智
大
正

4
h年
)
吉
れ
て
ゐ
る
。
此

の
器
官
に
附
せ

ιれ
た
『
粧
消
回
申
』
解
極
及

V
『
セ
イ
の
生
日
』
は
、
恐
ら
〈
者
聞
に
於
け
る
最
も
詳
細
な
る
セ
イ
に
闘
す
る
研
宜
て
あ
ら
う
。
此
凹

理
仲
帯
が
一
日
も
早
〈
完
成
せ
ら
れ
ん
乙
と
を
否
が
桜
山
叶
の
た
め
に
希
望
し
て
宇
ま
た
い
。

一一
販
路
読
の
内
容

生
産
物
に
謝

L
て
販
路
を
提
供
す
る
も

ωは
何
か
、
何
が
商
品
仁
謝
す
る
購
買
力
を
提
供
す
る
か
?

セ
イ
に

話

第
一
一
十
九
巷

，、
豆工

大
玉

百忘

却

苑

セ
イ
白
販
路
誌
に
就
て
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設

第
二
十
丸
谷

大

~ミ

苑

セ
イ
白
販
路
祉
に
就
て

占，、
プミ

第
一
一
世

於
り
同
問
題
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。
之
に
劃
す
る
彼
れ
い
山
根
本
命
題
は
、
》
「
生
産
物
を
購
買
す
る
も
の
は
生
産
物
で

ゐ
る
o
」
郎
、
も
「
生
産
物
は
互
に
一
方
が
他
方
を
購
買
す
る
り
で
ゐ
る
o
」
ピ
い
ふ
に
ゐ
っ
た
。
も
ご
よ
り
彼
れ
正
雌

も
.
生
産
物
を
庇
接
じ
購
買
す
る
も
の
が
貨
幣
で
ゐ
る
こ
己
は
.
之
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
ャ
彼
れ
は

誕
仁
進
ん
で
考
へ
る
・
此
り
貨
枇
聞
は
然
ら
ば
何
世
帥
か
ら
創
刊
ら
れ
た
も
の
か
ピ
。
彼
れ
に
従
へ
ば
、
去
は
他

ω生
産

物
金
賞
品
こ
ぜ
に
よ
っ

f
の
み
得
ら
れ
る
。
そ
れ
依
に
生
産
物
'f
購
買
す
る
も
の
は
、
市
桜
に
は
貨
枇
加
で
は
ゐ
る

が
、
究
極
的
に
は
仙
山
一
生
産
物
で
め
る
ご
。
こ
の
削
明
直
械
な
命
胞
が
即
ち
彼
れ
の
販
路
訪
山
根
本
原
理
で
あ
る
。

こ
の
原
理
は
彼
れ
に
従
へ
ば
‘
不
且
日
目
品

ω原
悶
に
附
す
る
世
俗
的
謬
見
を
正
す
も
の

t
あ
る
。
世
俗
山
見
解
点

、
、
、

従
へ
ば
、
『
彼
等
山
り
生
産
物

ω貰
れ
行
き
が
緩
悦
困
難
で
、
利
益

ω少
い
附
仁
は
、
彼
等
は
貨
幣
が
不
足
で
あ
る
」

Z
言
ふ
。
然
し
乍
ら
、
『
貨
幣
が
不
足
す
る
か
ら
版
資
が
行
は
れ
な
い
」
古
い
よ
な
ら
ば
.
是
れ
は
手
段
を
原
因

己
取
議
へ
て
ゐ
る
o

此
の
場
合
に
犯
す
説
謬
は
・
-
-
-
:
媒
介
物
に
過
ぎ
な
い
も
の
を
す
ぺ
て
の
取
引
の
目
的
な

る
か
じ
見
る
こ
正
か
ら
来
る
。
阪
貿
の
行
は
れ
な
い

Vω
は
貨
鮮
が
少
い
か
ら
で
は
な
く
て
、
仙
の
生
産
物
が
少
い

か
ら
で
ゐ
る
:
・
・
」
何
己
な
れ
ば
、
媒
介
手
段
に
過
ぎ
な
い
貨
僻
は
、
媒
介
す
べ
き
商
品
の
分
量
仁
勝
じ
て
毛

れ
自
身
を
調
節
し
・
若
し
そ
れ
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
直
も
に
補
充
手
段
E
し

τの
信
用
手
段
が
現
は
れ
て
、

そ
の
不
足
を
補
っ
て
ゆ
〈
か
も
E
め
る
川
ぞ
れ
故
仁
不
長
街
地
劉
策
的
一
つ
己
し
て
、
，
今
日
一
部
の
皐
者
の
唱
ふ
る

信
用
統
制
策
の
如
き
は
、
セ
イ
に
従
へ
ば
、
明
ら
か
じ
理
論
的
z
誠
一
躍
仁
も
ど
づ
〈
も
の
ご
し
て
斥
け
ら
る
べ
き
笹

で
あ
る
。

こ
の
根
本
原
理
に
謝
す
る
銘
一
の
疑
問
は
、
軍
人
・
官
会
市
民
等
h
の
請
は
ゆ
る
不
生
産
的
消
費
者

ω
購
買
カ
仁

].-B. Say; Cours complet d・企conomiepolitiqはe::，e edition J吋 1.p. _'B9 抑
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就

τuvあ
ら
号
。
何
ご
な
れ
ば
彼
等
の
購
買
力
は
、
明
ら
か
に
他
の
生
産
物
を
寅
b
て
得
た
る
も
の
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
セ
イ
の
見
解
に
従
へ
ば
、
是
等
山
り
階
級
は
何
れ
も
生
産
階
級
に
寄
生
す
る
も
の
で
ゐ
h
、

彼
等
の
購
買
力
資
源
は
、
先
づ
牧
税
吏
に
よ
っ
て
生
産
者
か
ら
取
去
ら
れ
、
-
次
い
で
彼
等
の
聞
に
分
配
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
従
つ
工
彼
等
の
購
買
力
は
、
生
産
者
が
そ
の
生
産
物
を
買
っ
て
得
た
る
購
買
力
の
一
部
を
代
位
せ
る

も
の
に
外
な
ら
向
。
ぞ
れ
故
に
生
産
物
を
購
買
す
る
も
の
は
他
の
生
産
物
で
あ
る
ご
い
よ
原
理
は
、
此
の
場
合
に

も
正

L
〈
ゐ
て
は
ま
る
ぜ
彼
れ
は
主
張
す
る
。

ι
の
原
理
に
謝
す
る
第
二
の
疑
問
以
-
見
ド
重
要
で
あ
る
り
隣
買
力
資
似
は
生
産
物
主
民
る
こ
己
仁
よ
っ
て
得
ら

る
正
す
れ
ば
、
賞
る
べ
き
生
産
物
を
所
有
せ
ゲ
る
階
級
|
|
彼
れ
に
於
て
は
地
主
階
級
官
帥
労
働
階
級
ー
ー
の
購
買

力
は
然
ら
ば
V
」
こ
か
ら
来
る
か
?
此
の
蔀
脚
闘
に
鈴
蘭
し
て
か
の
T

W

す
ー
は
、
商
品
の
大
部
分
は
商
品
仁
劃
し

て
よ
h
も
む

L
ろ
鋳
働
に
劃
し
て
交
換
せ
ら
る
、
己
主
張

L
た
の
で
あ
る
が
、
セ
イ
に
於
て
も
此
の
事
貨
を
如
何

ご
も
す
る
こ
ど
は
出
来
な
い
。
こ
の
事
・
貨
を
率
直
に
認
む
る
ご
共
に
、
販
路
設
の
原
理
舎
維
持
せ
ん
正
す
る
努
カ

は
、
セ
イ
を
し
て
そ
の
名
僻
の
内
容
を
政
英
ま
た
は
破
張
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
却
も
彼
れ
は
「
生
産
物
」
な
る
名

併
の
内
容
を
繍
威
し
て
、
労
働
者

ω提
供
す
る
勢
務
を
も
ま
に
一
一
仰
の
生
版
物
正
す
る
。
「
労
働
者

ω
労
務
も
ま

た
一
の
非
物
質
的
生
康
物
で
あ
る
L

ご
す
る
こ
己
に
よ
っ
て
‘
生
産
物
を
以
っ
て
生
産
物
を
購
買
す
る
正
い
ム
ミ

正
、
、
労
働
を
以
つ

τ生
産
物
を
隣
国
H
す
る
正
い
ふ
こ
ど
、
は
、
彼
れ
に
於
て
は
同
議
ピ
な
っ
一
花
。
こ

ω
-
Z」
を

T
U
F

サ
旦
に
謝
す
る
彼
れ
山
抗
鮮
の
結
語
で
あ
ら
う
。
日
〈

設
も
明
隙
に
言
ひ
表
し
た
も
の
は
、

司
貴
下
ヘ
マ
ル
サ
ス
)
は
首
は
る
与
、
間
n
阻
は
た
Y
前
品
に
割
L
て
交
換
さ
る
ふ
も
由
で
は
な
い
、
そ
れ
は
ま
た
捗
働
に
劃
し
て
も
克
換
さ
れ
る
之
。

l詑

第
二
十
丸
巷

節

量由

，、
七

六
七

施

セ
イ
由
航
路
訟
に
就
て

(OCllvres diverses， 

Traite， 6c edition， p目 r39-r40・
~~i~. ， p. 140. 
ibld.， P田 140-'41目
J占 5ay;Prciniere lettre邑 M.Malthu5 (r820). 
is，8. p.' 452.) 
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弗

セ

イ

の

肌

路

説

に

就

て

い
ま
若

L
ζ
白
砂
砂
川
r
J
?
?
h
j
p
蜘
九
日
炉
ご
い
、
-
カ
白
書
副
賞
ワ
て
他
方
申
も
の
が
買
mv
、
買
ワ
た
も
山
が
之
を
消
費
す
る
山
だ
と
す
れ
ば
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

‘

.

、

、

、

、

‘

.

私
目
之
を
一
回
向
日
間
と
呼
ん
ど
山
少
し
も
苛

L
〈
な
い
。
そ
し
て
こ
の
接
働
も
ま
た
一
阻
止
産
物
て
あ
る
か
ら
、
之
宮
他
白
請
向
品
と
回
訓
す
る
こ
と

、
、
、
、
、
、
如
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
.
、
、
、
、

は
、
貴
下
に
と
っ
て
も
大
し
た
苦
痛
と
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
消
し
も
此
由
ニ
者
E
ば
、
生
産
物
と
い
ふ
共
油
由
名
跡
山
下
に
也
括
し
得
る
な
ら

ば
、
貴
下
も
叫
山
、

b
t
M、
人
此
た

v
K
雄
物
な
以
つ
て
の
み
生
産
物
圭
脇
目
す
る
の
だ
と
い
ふ
ニ

LZE是
躍
す
る
こ
と
が
山
-
取
る
て
あ
ふ
う
』
と
。

セ
ル
げ

4
A

た
い
に
崎
労
働
の
み
な
ら
宇
・
資
本
山
提
供
す
る
勢
務
(
生
産
力
)
も
・
土
地
の
提
供
す
る
拶
務
(
地
力
)
も
、
彼
抑
制

仁
川
綻
へ
ば
同
慌
に
生
産
物
〈
非
物
質
的
)
で
あ
る
。
「
妙
働
己
い
ふ
言
葉
を
繍
張
し
て
.
資
本
H
A
び
土
地
の
提
供
す

9
 

る
時
労
務
に
も
用
ひ
・
商
品
は
す
べ

τ労
働
じ
ょ
っ

τ肱
賞
さ
れ
る
ご
言
ム
』
一
』
古
が
出
来
る
Z
主
張
す
る
。

而
し
て
こ
れ
ら
の
措
背
負
・
利
潤
・
地
代
は
、
子
、
、
λ

に
於
け
る

t
同
じ
〈
セ
イ
に
於
て
も
ま
化
、
調
椅
の
構
成
部

分
を
な
す
も
の
で
め

h
、
従
っ
て
ま
た
三
階
級
的
牧
入
を
川
市
成
す
る
o

卸
も
「
生
産
物
の
樹
伯
が
生
産
者

ω問
に

旧

、

、

、

、

、

、

.

品
川
配
古
品
、
ニ
正
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
牧
入
を
形
成
す
る
。
』
そ
れ
放
に
購
買
力
資
司
泌
は
生
産
物
で
あ
る
己
い
ふ
こ

、

言
、
、
そ
れ
は
各
人
の
般
入
で
あ
る
と
い
ふ
こ
己
、
は
、
同
義
吉
な
る
。
こ
の
こ
ご
を
彼
れ
は
衣
の
如
〈
言
ふ
。

曲，

第
ご
十
丸
谷

，、~
i1. 

，、
八

第
一
瞬

『
貨
幣
な
る
も
の
位
、
被
れ
の
土
地
・
脊
本
・
動
静
空
宇
民
民
主
っ
て
彼
れ
白
身
の
作

nz
山
し
た
生
産
物
の
伺
柿
に
す
町
な
い
。
:
・
:
彼
等
は
先
づ

第
一
に
廿
刊
の
止
泣
物
在
員
鮮
と
交
換
し
、
次
い
で
此

ω
貨
幣
を
消
費
物
と
交
換
す
る
。
そ
と
で
民
貨
に
は
、
披
位
す
が
脚
m
A
を
す
る
の
は
叫
鉱
山
止
産

物
E
以
っ
て
す
る
の
で
あ
る
。
位
っ
て
彼
与
に
と
っ
て
は
、
彼
給
自
身
に
よ
り
、
或
は
彼
等
旧
資
本
u
A
V
土
地
と
い
ふ
乎
位
に
よ
っ
て
止
虚
し
た
伺

、

、

日

値
上
り
も
よ
り
大
な
る
個
値
に
於
て
は
、
何
物
を
も
嶋
氏
す
る
乙
と
は
由
市
な
い
。
』
『
何
和
白
場
合
で
も
、
吾
々
は
止
宜
的
指
務
(
土
地
・
肯
本
・
持

働
白
)
を
以
ヲ
て
耐
円
川
を
帥
賀
す
る
白
で
あ
り
、
従
つ

τ苦
々
が
生
産
向
持
捧
主
M
阿
部
に
向
ワ
て
提
供
す
る
と
と
多
け
れ
ば
多
い
段
、
ま
す
/
、
‘
多

》

4
0
商
品
世
臨
買
す
る
と
・
と
が
出
来
る
。
』

枚
入
ま
た
は
所
得
を
も
っ
て
購
買
力
資
源
Z
な
す
こ
ご
か
ら
、
真
に
一
歩
を
進
め
て
彼
れ
は
生
産
を
以
つ

τ時
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買
力
資
源
己
な
す
に
至
る
。
葦

L
牧
入
ま
た
は
所
得
を
各
人
に
も
た
ら
す
も
の
は
、
土
地
・
資
本
・
叫
労
働
み
提
供
す

る
労
務
を
購
入
し
て
之
を
生
産
的
作
業
に
統
一
す
る
所
の
企
業
家
の
生
産
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
ゐ
る
山
「

物
の
価
損
値
が
曾
宣
さ
れ
支
梯
は
る
、
こ
ご
を
期
待
し
得
v

む
の
は
、
た
い
何
人
仰
い
此
の
物
を
取
得
仁
得
る
手
段
を

有
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
此
の
手
段
{
購
買
力
」
は
何
日
ら
成
る

m
?
他
の
阿
個
佑
・
仙
の
生
産
物
・
他
人
の
勤

労
・
資
本
・
土
地
の
所
産
こ
れ
で
あ
る
o

こ
の
こ
ご
か
ら
、
一
見
矛
盾
せ
h
Q

か
に
見
え
る
け
れ
Y
〕
も
、
生
産
物
に
謝

し
て
版
路
な
閲
(
も
の
は
、
生
産
で
あ
る
古
い
ふ
ご
主
が
結
論
さ
川
い
る
』
の
で
ゐ
る
。

要
す
る
に
彼
れ
に
於

τは
、
生
産
物
に
封
し
て
販
路
合
提
供
す
る
も
の
は
、
第
一
仁
そ
れ
を
責
る
一
」
ご
に
よ
っ

て
貨
併
を
得
る
所
の
生
産
物
で
あ
り
、
第
二
に
地
主
・
資
本
家
・
勢
働
者
・
企
業
家
の
提
供
す
る
生
底
的
傍
務
で
あ

り
、
第
三
に
是
等
の
議
階
級
の
所
得
す
る
牧
入
で
あ
り
、
第
四
に
企
業
家
内
生
産
行
錯
で
あ
る
。
而
L
て
是
等
の

問
命
題
は
、
以
上
描
ぷ
る
が
如
〈
、
彼
れ
に
於
て
は
派
然
ご
し
て
同
義
を
意
味
す
も
も
の
さ
な
っ
て
ゐ
る
。
い
ま

此
の
議
論
の
正
五
回
は
姑
く
別
正
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
五
日
々
は
、
彼
れ
の
販
路
設
が
一
方
に
は
、
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ

l
ト
以
下
り
物
々
交
換
設
仁
立
つ
己
同
時
に
、
他
方
仁
は
ス
之
旦
以
下
の
伺
桁
構
成
説
及
び
之
に
連
絡
す
る
分
配

論
仁
立
脚
す
る
も
の
な
る
こ
子
宮
立
設
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。

セ
イ
の
制
は
ゆ
る
『
重
要
な
る
英
理
」
の
内
容
は
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
彼
れ
は
克
仁
F

」
の
根
本
原
理
か

ら
読
料
せ
ら
る
、
表
干
の
結
果
に
つ
い
て
論
中
る
。

そ
山
第
一
の
結
果
は
、
『
生
産
者
が
多
数
な
れ
ば
な
る
ほ
左
、
ま
た
生
産
物
が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
販
路

1晶

?Ii 

第
二
十
九
容

，、
Jr. 

主事

抗

Z

L

 

Y

J

J

 

セ
イ
り
版
路
間
に
就

τ

Pl'emiere lettr~. (ibid.. p. 449--450.) 
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説

弗

セ
イ
旧
服
時
誌
に
就
で

第
二
十
九
轡

七
O

第

掠

七
む

は
ま
す

l
、
、
谷
易
ご
な
り
多
様
ご
な
り
庚
汎
芭
な
る
』
ご
い
ふ
に
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
『
一
の
叫
産
物
は
、
生
産
を

完
了
す
る
瞬
間
か
ら
・
ヲ
ぞ
の
贋
値
の
綿
額
だ
け
、
他
の
生
産
物
に
謝
し
て
販
路
を
提
供
す
る
ω
の
で
あ
る
か
ら
・

か
、
る
生
売
物
の
増
加
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
他
の
生
産
物
に
劃
す
る
販
路
を
増
加
す
る
こ
ご
は
、
殆
ん
Y
」
自
明
で

あ
ら
う
。

第
二
の
結
換
は
、
「
各
人
は
す
べ
て
の
人
々
の
繁
栄
に
よ
っ
て
利
盆
せ
ら
れ
、

産
業
山
繁
栄
に
ピ
っ
て
有
利
で
あ
る
」
古
い
ふ
、
調
は
ゆ
る
一
枇
曾
漣
帯
設
こ
れ
で
あ
る
。
個
人
吉
例
入
、
産
業
己

産
業
Z
の
問
に
於
け
る
此
の
関
係
は
、
岡
崎
に
地
方
Z
地
方
、
都
市
吉
田
舎
、
闘
中
部
吉
岡
家
£
の
聞
に
も
同
様
に

存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
都
市
の
人
々
が
悶
舎
の
人
々
に
よ
っ
て
利
盆
し
、
田
舎
の
人
々
が
都
市
の
人
々
に
よ
っ

て
利
盆
す
る
根
源
は
，
M

、
に
ゐ
る
。
告
の
一
方
も
他
方
も
・
共
に
生
産
す
る
こ
芭
多
り
れ
ば
多
い
ほ
H
E
、
購
買
の

資
カ
を
増
加
す
る
。
富
裕
な
回
舎
に
取
り
固
ま
れ
た
都
市
は
、
そ
こ
に
多
款
の
富
裕
な
購
買
者
を
後
見

L
.
般
盛

な
都
市

ω
附
涯
に
於
げ
る
田
舎
の
生
産
物
は
・
よ
り
高
き
債
依
を
有
す
る
』
の
は
卸
ち
-
-
れ
で
あ
る
。
同
様
に
ま

た
、
『
一
悶
民
は
他
閥
民
の
紫
築
に
よ
っ
て
利
盆
し
・
そ
の
宮
裕
に
よ
っ
て
利
益
を
保
謹
き
れ
る
凶
』
こ
の
こ
ご
か

ら
、
「
一
闘
が
他
の
諸
問
の
間
に
あ
っ

τあ
ら
ゆ
る
事
情
の
下
に
自
由
主
義
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
さ
は
、
人
道

の
た
め
に
貴
重
で
あ
る
山
ご
い
ふ
彼
れ
の
『
自
由
主
義
』
が
出
脅
し
、
ま
た
『
組
閣
の
領
土
の
鏑
張
は
、
そ
の
園

ω

幸
踊
を
危
う
す
る
故
仁
希
望
せ
守
、
併
し
自
闘
の
繁
栄
は
、
他
の
す
べ

τの
闘
を
刺
袋
す
る
故
に
、
自
国
の
ま
す

J
¥富
裕
ピ
な
る
こ
Z
は
之
を
希
望
す
る
い
ご
い
ふ
彼
れ
の
『
世
界
主
義
」
は
-
』
、
か
ら
生
れ
て
漆
品
。

第
三
の
結
果
は
、
『
外
園
生
産
物
の
聡
入
は
、
園
内
生
産
物
の
阪
貰
じ
ご
っ
て
有
別
で
あ
る

γい
ム
に
あ
る
。

一
栂
の
産
業
は
他
の
す
べ
て
の

ibid.. p目 14T.
ihj~.. p. J4[. 
ibid.. 1>. 144・
~þiq.. t. 144・
ibld.. t. 145・
ibid.. t. 145 



『何
Z
な
れ
ば
、
吾
・
4

が
外
国
商
品
を
買
ひ
得
る
の
は
、

k
v
吾
々
の
勤
勢
・
土
地
・
資
本
の
生
産
物
を
以
っ
て
す

る
に
過
ぎ
宇
、
そ
の
緒
川
市
古
し
て
、
か
、
る
貿
易
は
吾
々
の
生
産
物
に
販
路
を
保
諮
す
る
か
ら
で
ゐ
る
凶
』
ア
ラ
y

z
の
如
〈
園
内
に
金
の
産
出
な
き
闘
に
あ
っ

τ、
金
を
も
っ

τ外
岡
商
品
を
買
は
ん
ご
す
る
場
合
に
は
、
先
づ
そ

の
生
産
物
を
貰
っ
て
金
守
購
入
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
何
れ
に
せ
よ
『
外
国
に
於
て
な
す
購
入
は
‘
商
品
を
も
っ
て
支

梯
ム
己
貸
鮮
を
も
っ
て
支
梯
ふ
古
を
問
は
中
‘
之
に
照
臆
す
る
販
路
を
閣
民
の
農
業
に
保
設
す
る
い
}
も
の
で
あ
る

t
o
外
債
に
よ
っ
て
入
超
ケ
頑
け
る
が
畑
岩
国
民
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
理
論
の
通
用
さ
れ
ぎ
る
こ
ど
言
ふ
ま
で
も

t
、。

f
i
L
 
第
同
の
結
果
は
、
「
純
粋
曜
純
な
消
費

1
|卸
ち
新
た
な
る
生
産
を
ひ
吉
起
す
以
外
的
一
目
的
を
宿
す
る
に
過
ぎ

な
い
消
費
は
、
一
鴎
山
富
に
は
何
等
貢
献
し
な
い
ブ
」
い
ふ
に
あ
る
。
生
還
を
刺
激
し
富
増
進
せ
し
む
る
所
の

購
買
力
は
、
生
売
物
で
ゐ
る
o

然
る
に
比
の
生
産
物
ケ
不
生
産
的
に
消
耗
す
る
ニ
ご
は
、
ぞ
れ
だ
り
仙
の
生
産
物

に
謝
す
る
購
買
カ
ヶ
損
耗
す
る
-
』
古
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
一
閣
の
富
に
貢
献
な
き
こ
芭
は
言
ふ
ま
で
も
な
い

zo
誌ほ

曲
白
著
は
セ
イ
由
理
輸
に
於
け
る
版
路
詑
白
地
位
に
つ
き
有
岱
な
る
研
究
を
合
ん
て
ゐ
る
。

e

の

こ
の
駄
に
闘
し
て
戸
叶
2
F常
時
白
ヒ
イ
に
闘
す
る
近
畿
に
は
『
販
路
詑
山
崩
芽
』
と
し
て
興
味
あ
る
}
白
品
ピ
ソ
ー
ド
を
載
せ
て
ゐ
る
叫
な

位

一一一
販
路
識
さ
恐
慌
論

混

苑

第
二
十
丸
巷

生
産
物
を
購
買
す
る
も
の
は
生
産
若
〈
は
生
産
物
で
ゐ
る
古
い
ム
主
張
を
確
立
し
た
セ
4
は
、
此
の
原
理
の
上

七

第

量担

七

セ
イ
の
厩
路
枕
に
就
て

F
O
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股

苑

七

セ
イ
白
版
路
詑
に
就

τ

第
二
十
九
血
管

七

第

韓

に
立
っ
て
・
容
易
川
一
般
的
生
産
過
剰
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
古
が
出
来
た
o
蓋
し
「
生
産
物
を
購
民
す
る
も
の

は
生
産
物
で
あ
る
」
t
す
れ
ば
・
「
人
々
は
ま
す

J
¥多
〈
生
産
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま
品
川

1
¥多
〈
購
入
す
る
で

あ
ら
う
」
か
色
、
『
生
産
物
が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
販
路
は
ま
す

J
L容
易
吉
な
b
、
」
販
寅
吉
れ
玄
る
商
品

の
堆
積
す
る
が
如
き
は
、

一
般
的
に
は
殆
ん
ど
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

融
制

L
乍
ら
セ
イ
ピ
い
へ
ど
も
、

嘗
附
す
で
に
縦
畿
し
っ
、
ゐ
つ
花
阪
貿
停
滞
、

不
況
、

恐
慌

ω
事
賞
は
、

之
を

会
(
否
定
し
去
る
こ
ご
は
由
来
な
い
。

ま
た
此

ω事
由
貿
が
砕
同
時
の
経
済
界
及
び
経
済
組
中
国
押

ω中
心
問
題
ご
な
っ
て

ゐ
る
こ
ご
に
謝
し
て
も
、

彼
れ
は
決
し
て
無
関
心
で
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
。

す
で
仁
彼
れ
は
此
の
問
題
を
中
心

Z
し
た
マ
戸
サ
旦
へ
の
会
開
駅
仁
於
て
、
「
先
づ
第
一
に
私
の
注
意
を
ひ
〈
問
題
は
・
こ
の
世
即
砕
い
た

U
所
の
ず

場
に
於
り
る
一
般
的
沈
滞
は
何
蕗
か
ら
来
る
の
か
:
・
:
:
・
有
刺
な
仕
事
を
見
付
け
る
に
嘗
つ

τ戚
や
ら
る
、
普
遍

的
な
困
難
は
何
蕗
か
ら
京
市
る
の
か
:
E
E

・E
・
-
ピ
い
ふ
こ
Z
じ
め
る
」
ピ
言
っ
て
ゐ
る
。
ま
こ
ご
に
『
一
定
の
時
に
於
て

購
買
者
を
俊
民

L
得
守
し
て
流
通
念
阻
害
す
る
ご
こ
ろ
の
、
か
め
戸
商
品
川
り
大
量
は
何
蕗
か
ら
来
る
の
か
、
何
故
仁

こ
れ
ら
の
商
品
は
互
に
購
買
さ
れ
な
い
の
か
」

E
い
ふ
問
題
は
、
彼
れ
の
販
路
設
か
ら
は
、
解
決
し
符
古
る
か
に

見
え
る
。

彼
れ
は
之
を
如
何
仁
説
明
[
得
た
か
?

『
私

H
答
へ
る
、
販
挺
さ
れ
ざ
る
商
品
、
も
し
〈
同
調
哉
圭

L
て
版
民
吉
る
L

商
品
は
、
人
々
が
あ
ま
り
に
多
堆
に
そ
れ
を
止
産

L
た
か
、
ま
た
は

、
、
、
.
、

.

.

.
 、
、
、
、
、

山
申
る
仙
の
生
産
自
訴
は
ぎ
る
た
め
に
、
此
白
商
品

K
謝
し
て
人
々
の
有
す
る
枇
躍
を
起
踊
一
ナ
る
か
ら
て
あ
る
。
一
史
的
止
産
物
が
泊
剰
と
な
る
申

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
6

位
、
他
自
生
産
物
が
不
足
止
車
す
か
ら
で
あ
る
色
。
』

『
若
し
も
そ
乙
に
種
々
な
る
商
品
目
此
常
や
担
剰
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
陪
他
白
諸
商
品
が
嗣
者
と
交
換
さ
れ
得
る
に
足
る
だ
け
白
分
就
に
於
て

E._ :rciIha~: L'Oeuvre economique de ].-13. Say， (il927) 
ibid.， p_. S~9 
COllr~ ，~ ibid.-， p. 339_. _34。
p，台mierel f' ~trë ， '(U)iil:-.. t. 4，11.) 
Tlairr， 6e edlt.. p. 14-1 
Premiere letlre. (ibid.. p. 439.) 
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生
置
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
若
し
も
後
者
自
生
産
者
が
よ
り
多
〈
他
自
商
品
量
生
産
し
得
る
な
ら
ば
、
総
ら
ば
前
者
は
彼
等
に
不
足
し
て
ゐ
た
版

、
‘
.
、
、
、
、
‘
.
、
.
、
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
‘
.
‘
.
、
、
.... 、、‘
... 
‘
 
.. 
、‘、

路
を
設
見
す
る
ど
あ
ら
う
。
一
官
に
せ
ば
、
一
定
種
類
白
止
産
物
が
あ
ま
り
に
多
〈
あ
る
白
は
、
他
。
柿
知
の
生
産
物
が
十
分
に
な
い
か
ら
に
過
ぎ

、、

7

ない一五々
』

卸
も
セ
イ
に
於
て
は
、
す
べ
て
の
商
品
が
同
時
に
過
剰
ぜ
な
る
が
知
き
は
あ
b
得
な
い
。
生
産
過
剰
は
常
に
一

定
の
商
品
に
つ
い
て
の
み
起
り
符
h
白
。
而
し
て
『
若
し
も
一
定
め
商
品
が
貰
れ
な
い
u
Z
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
他
の
商

品
が
生
産
ち
れ
な
い
γ

か
ら
で
あ
る
L

ピ
主
張
寸
る
。

E
R
々
は
事
、
書
仁
リ
カ
ア

r
p
の
物
L

可
愛
換
設
が
都
民
7
的
律
産

過
剰
の
肯
定
正
、
一
般
的
生
康
過
剰
の
T

肯
定
己
に
導
い
た
と
ご
を
見
陀
。
い
ま
セ
ィ
の
販
路
設
は
ま
た
常
然
に
、

金
〈
同
様
の
噛
巣
に
到
漣
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
。

た
い
滋
に
注
意
す
べ
き
は
、
セ
イ
に
於
て
は
、

y
カ
ア
ド
ヲ
よ
ち
も
真
一
L

一
歩
eT
進
め
て
、
す
で
に
「
世
界
い

た
る
所
の
市
場
に
於
け
る
一
般
的
沈
滞
」
も
・
『
仕
事
を
見
付
け
る
に
嘗
っ
て
戚
壱
ら
る
、
普
遍
的
な
困
難
』
も
、

明
ら
か
仁
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
吉
で
ゐ
る
。
た
い
し
か
し
此
の
一
般
的
沈
滞
は
、
彼
れ
に
於
て
は
決
し
て
一
般
的

過
剰
か
ら
来
た
の
で
は
な
い
。
沈
滞
は
一
般
的
で
は
ゐ
る
が
、
過
剰
は
部
分
的
で
ゐ
る
。
換
言
せ
ば
、
一
定
商
品

の
過
剰
Z
一
定
商
品
の
不
足
、
郎
丸
生
産
部
門
の
閃
仁
於
り
る
比
例
的
均
衡
の
破
壊
が
、
よ
〈
販
寅
停
滞
を
〉
一
般

的
な

ι
L
め
る
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
る
。
勿
論
こ
の
駄
に
関
す
る
セ
イ
の
論
議
は
必
十

L
も
明
確
で
は
な
い
。
ま

た
後
に
述
ぷ
る
が
如
く
セ
イ
自
身
の
考
へ
も
時
代
ピ
共
に
楼
展
し
っ
、
あ
っ
た
。
た
い
V

吾
均
一
は
セ
イ
の
論
若
会
憾

の
上
よ
り
見
て
か
〈
解
す
る
こ
ピ
の
彼
れ
の
所
論
に
忠
貨
な
る
所
以
を
信
?
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
セ
イ
に
於
り
る
部
分
的
過
剰
は
、
い
か
な
る
原
因
に
蹄
せ
ら
る
、
か
?

一
定
商
品
が
過
剰

L
、

説

苑

七

セ
イ
白
紙
路
設
に
就
τ

第
二
十
九
審

七

第

腕

!ra!tc， ~e _ ~dit.. P・142
'fraile，_ ibid.. p. ig:z. 
Prem!~re lettre， fg~l~vreS diverses， p・443.)
Premiere lettre. (ibid.. p. _ 441田}
捌稿;リ抱アドワ由恐慌前{下)(経済面嗣生第二十人巻第二腕昭和四年二月一
日J審開。
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詑

第
二
+
九
巻

七
回

施

士
回

セ
イ
由
販
路
誼
に
就

τ

第

醜

商
品
川
町
不
足

Lτ
、
流
通
停
滞
を
一
般
的
に
ひ
き
起
す
の
は
何
故
か
?

‘.、.

『
工
諜
を
閉
館
せ
し
め
、
向
業

E
中
絶
せ
し
め
、
勢
働
者
を
失
業
せ
し
む
る
所
由
停
滞
-
-
-
-
-
比
四
停
滞
は
も
し
そ
札
制
起
っ
た
と
す
れ
ば
、
企
業

.

.
 、
、
、
‘
、
、
‘
.
、

第
四
誤
算
町
一
制
批
て
あ

a
o
-
-
:
:
若
し
も
能
楽
な
り
工
業
白
"
商
業
吐
り
の
企
業
山
指
導
者
針
、
消
費
者
に
組
合
L
待
"
。
止
陸
物
量
作
nv
出
す
ζ

と
が
出
掛
る
た
ら
ば
、
も
し
も
仙
世
帯
ド
消
貨
を
促
越
す
る
ほ

r
の
安
川
十
団
持
て
そ
れ
量
産
出
し
符
る
な
ら
ば
、
ま
た
も
し
制
捜
者
百
披
等
山
側
か
ら

安
挽
胸
を
提
供
す
る
に
足
る
だ
け
削
勉
て
あ
る
な
ら
ば
、
此
由
時
柑
は
な
(
な
づ
て
、
館
柴
の
干
訟
に
化
す
る
で
あ
ち
う
。
』

印
ち
部
分
的
過
剰
は
先
ゴ
第
E

に
、
リ
ノ
カ
ア
ド
ク
に
於
げ
る
さ
同
じ
〈
.
「
企
業
家
の
諜
算
』
芭
い
ふ
個
人
的
主

机
的
な
原
闘
に
蹄
せ
ら
品
、
。
従
て
叉
そ
れ
は
偶
俊
的
な
も
の
ご
き
れ
る
。
「
停
滞
は
偶
然
以
外
の
何
も
の
で
も

ゐ
h
得
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
そ
れ
は
企
業
家
の
行
錯
で
あ
る
か
ら
。
す
べ
て
の
開
類
の
農
業
に
於

τ.
を
の
生
産

す
べ
き
生
注
物
を
決
定
し
、
生
産
す
る
こ
ご
に
同
意
せ
る
分
量
を
決
定
す
る
の
は
、
企
業
家
で
あ
っ
て
拙
労
働
岩
で

は
な
い
と
云
々
」
正
い
ふ
。

第
二
に
資
本
蓄
悦
正
生
産
地
剃
ご
の
関
係
は
い
セ
イ
に
於

τは
い
か
に
考
へ
ら
る
、
か
?
彼
れ
は
先
づ
第
一

仁
、
『
蓄
積
の
大
部
分
は
め
然
的
に
緩
漫
で
あ
る
』
吉
見
る
。
何
故
か
古
い
ふ
に
、
「
す
ぺ

τの
人
々
は
、
そ
の
枚

入
の
何
た
る
を
問
は
歩
、
貯
蓄
す
る
前
に
ま
ず
生
活
せ
ね
ば
な
ら
守
、
そ
し

τこ
、
に
い
ふ
生
活
は
、
一
般
に
人

々
の
官
の
程
度
に
感
じ
工
、
ま
す

l
¥多
〈
の
費
用
を
要
す
る
0

・
:
:
ぞ
れ
故
に
資
本
は
、
生
産
界
に
撹
乱
を

ひ
き
趨
し
得
る
ほ
ど
の
速
度
を
も
っ
て
は
、
増
殖
す
る

ζ
t
は
出
来
な
い
。
』
従
っ
て
ま
た
資
本
蓄
積
よ
b
来
る

生
売
過
剰
は
あ
b
得
な
い
こ
正
、
な
る
。
潮
岬
も
「
そ
の
性
質
上
根
め
て
緩
慢
な
資
本

ω
増
殖
か
ら
起
ム
リ
得
る
律
産

物
の
莫
大
な
過
剰
は
、
之
を
お
そ
れ
な
い
」

Z
幾
概
す
る
所
以
で
ゐ
る
。

第
三
に
岡
家
の
干
渉
ま
た
は
保
護
貿
易
主
義
は
、
一
般
的
沈
滞

ω消
極
的
原
因
を
な
す
古
苫
れ
る
。
彼
れ
に
従

('926) p. 

(Oeuvres 

10) C. Gicle et C. Rist; Histoire des Doctrin.es economiques， 
~3~-~35・

11) S~lr la ~Ualance des Consommations avec: )es f'roductions. 
~i...c!ses. p. 257.) 

1勾 5川 lallalance. (ibiil・._p.257.) 
1:3) Deuxu!me leUre a M. Maltnus. 1820 (Oell.vre~; di1rcrses， 1348. .p. 467.) 



へ
ば
・
阪
商
民
停
滞
は
生
産
均
衡
の
破
壊
よ
り
来
る
こ
吉
、
な
h
、
而
し
て
破
壊
き
れ
た
る
均
衡
の
閥
復
は
、
謂
は

ゆ
る
自
然
的
調
節

ω結
果
ご

L
T
到
港
苫
れ
る
。
然
る
に
岡
家
の
干
渉
ま
た
は
保
護
貿
易
主
義
は
・
こ
の
自
然
的

調
節
に
劃
す
る
長
大
の
」
陪
害
さ
な
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
れ
は
言
ふ
・

.
、
、
、
、

『
一
定
白
貨
物

ω
頁
札
行
き
良
か
ら
ざ
る
時
国
、
正
に
仙
の
向
品
の
倒
格
的
柚
鵡
に
帥
脚
質
せ
る
時
で
あ
る
。
而

L
て
此
白
騰
貴
せ
る
倒
柿
目
、
生
産

を
有
刺
に
す
る
剖
椛
止
し
て
投
立
つ
笹
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
自
然
的
も

L
tは
政
治
的
災
厄
|
|
政
府
自
責
欲
ま
た
は
紙
簡

l
l
o如
き
不

、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

.. 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

可
抗
的
な
風
凶
ま
た
は
不
常
な
手
段
に
よ
ヨ
て
、
統
制
的
に
一
古
に
此
の
不
足
を
永
紐
せ
し
め
、
そ
の
た
め
他
方
に
過
剰
を
止
ぜ
し
め
て
必
る
白

τ

な
け
れ
ば
な
ら
向
。

『
い
ま
も
し
此
内
政
情
的
時
畠
山
原
凶
が
単
除
酔
る
弘
一
な
ら
ば
、
生
佐
手
此
阻
止
産
自
掩
れ
て
ゐ
る
方
面
へ
向
っ
て
行
〈
。
此
の
方
而
へ
捕
れ
行

t

ζ

と
に
よ
っ
て
、
他

2
9べ
て
の
方
両
市
J

生
産
は
助
長
さ
札
る
o
若
し
も
ず

J
f
d
r
r
r
r
r
r
t
f
p
r
r
r
u
L
r
f
γ
U
J
h
r
v
r、
一
種

目
生
庄
の
み
が
他
に
先
ん
じ
て
結
む
こ
と
は
措
ん
ど
な

t
、
従
っ
て
そ
の
生
産
物
の
与
が
下
落
す
る
が
如
比
む
こ
と
は
暗
ん

E
な
い
で
あ
ら
う
」
「
と
。

同
線
に
外
岡
市
場
に
堆
積
す
る
過
剰
仙
一
応
岡
山
り
一
つ
は
、
保
護
貿
易
実
義
に
蹄
山
τ
ら
る
、
。
「
イ
ギ

9
1
の
諸

法
律
が
無
稽
な
貿
易
差
額
説
に
操
っ
て
制
定
古
る
、
代
り
仁
、
イ
ギ
リ
ノ
子
生
産
物
的
支
拐
に
供
!
得
ア
き
イ
タ
リ

ー
の
す
べ

τの
生
産
物
を
ば
.
寛
大
な
依
件
の
下
に
入
国
さ
せ
る
ご
想
像
す
る
o

然
る
時
は
、
イ
タ

y
1諸
港
川

堆
積
し
て
ゐ
る
イ
ギ
リ
r
A

の
商
品
・
克
仁
多
〈
の
仙
の
商
品
が
容
易
に
そ
の
販
路
を
後
見
す
る
で
あ
ら
?
:
。
』

要
す
る
仁
セ
イ
は
子
、
、
見
を
承
け
て
、
放
任
経
済

ω自
然
的
調
節
を
絶
謝
に
信
頼
す
る
。
恐
慌
は
此
の
自
然
的

調
節
の
不
完
全
な
る
よ
り
起
hJ
、
従
つ

τあ
ら
ゆ
る
保
護
干
渉
を
斥
り
て
完
全
な
る
自
由
放
任
経
済
を
成
立
せ
し

む
る
こ

Z
は
、
恐
慌
封
策
の
第
一
一
要
件
で
な
り
れ
ば
な
ら
泊
芭
主
張
す
る
。
五
日
々
は
後
世
の
皐
者
が
、
自
由
放
任

。

将
糖
を
も
っ

τ恐
慌
的
根
本
的
原
因
正
な
せ
る
こ
言
、
思
ひ
合
せ

τ町
ぞ
の
椅
捕
な
る
樹
立
に
特
裁
の
興
味
を
戚

十
る
も
の
で
ゐ
る
。
(
未
完
)

詑

苑

七
亙

七
五

セ

4
0
販
路
誼
に
就

τ

第
二
十
九
巻

第
一
貌
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